
絵手本における中国仙人の一考察

一林守篤の『麗筆jを中心に一

張ノj、鋼

江戸時代の浮世絵に多くの中国語題が取り入れられているG なかでも中面的人の画題が

多く取り扱われていた。たとえば、費長房、琴高、子英などの問題は多くの絵師たちに好

まれ、よく描かれていた。中題仙人のイメージは通常絵手本より参考されたものが多く、

絵師たちがそのイメージを受容する過程で大きく左右されていた。従って、絵手本の研究

を通して中居仙人の受容と変容の過程を解明するのに極めて重要なことだと思われる。こ

こで、林守篤の を手掛かりとして、中国他人に対し一考察を加えたいと患う。

一、 林守篤の f薗益jについて

林守篤について生卒不詳で、詳しいことはよくわからない。ここでは、便宜のために、

仲田勝之助氏の橋本の研究』の内容を次のように引用しておく lo

繍者守篤は探闘の孫弟子に嘗たるもので、名は守篤、競は魯軒、筑前直方の穏士、狩野

探酪の四天王の一人なる小方胸元守房の門人である。幽元に事んでその俸を得て以来、

思ひを丹青に寓すること多年、乾々として勤めて倦まず、本番を著すに至ったのだ、とあ

る。九州、！の地に僻在してこの編をなせる篤志は賓に愛すべく、狩野派特に探翻の派がい

かに地方にも漏浸してゐたかを知るにも恰好の資料である。と同時に守毘春ト等の著と

等しく、刻本とした場所が浪華である事は、首時の文化の中心が大販の地にあった事を

誼すといふべく、又注意に錯しよう。

『画築jという本は後の坂埼坦氏研究によって、土佐派の土佐光起の

より票日窃したものであることが明らかになったO 坂埼氏は自本輩の精神jに次のように

述べている 20
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賛はこの書の主たる論文は本朝輩法大俸に擦ってゐるので、ある。例へば開巻第一にある

六法、三品の説明は光患の解稗その俵で、あって、違ってゐる知は幾らか省略して分りに

くくなってゐるまでのことである。製f件皆模や観山水賦は単なる直誇であるからこれ

は問題にしないとしても、この著者の創建の如く見られる輩綿知蝿口訣が、矢張り

本朝霊法大停中の輩論秘訣及び7彩色の二項目をそっくり借用したものであるのには驚

く外はない。部も著者は凡併に於いて「所謂霊論惇受之篇、師小方守房常談子門人之語

母、辞固卑随墨撃秘要在此篇資可不意心哉」と断って居るのは甚だ，CA尋難いことである。

守篤の師幽元は探幽の度弟子であるから、幽元の説は即ち探隣の説なりとするも差し

支えない誇であるが、挽邸主の名家が対立してゐる土佐派の家停を我物顔に使ふなど、

考へも及ばぬことである。して見るとこれは恐らく幽元か守篤かが椅月霊法大俸の秘書

なる事を幸ひとして、捜に自派の叢論として吹聴したものと推しても間違ひはないであ

ろう。筆者は念のため重道要訣と董答との比較を試みて見たが、此方からは全く何物を

ただし、

で、

粉本と

してゐない。思ふに安信の重論は備理的で高踏な論文であるため、初皐入門に

とせられたのか、それとも槌秘が保たれたも

｜き換へて光起の叢論は説明は明快であり、

ないため、利用される結果に立至ったもの

の絵の部分については、ほとん

も判じ難いが、

くこと詳かで重賞

要するに狩野のお家塞

したものなの

な支障にはならない。仲田勝之助氏の統計によると、

巻四に漢人物、巻五に和人物を収め、元信、

光信、安信、探信等の筆に成る縮闘も交ってゐるが、大部分は探幽及び幽元の筆で、筆

勢を謄寓したりといへども、之を春ト等のそれに比ぶれば、唯その一斑を示せるのみで、

多くは輪郭を措いたものに過ぎぬ。全四百五十箇ばかりの内、漢人物百四十七圏最多く、

これに次いで鳥獣百十九圏、出水花井百O八園で、和人物七十五島が葉少ない。

という 30漢人物の百四十七閣の中には、中国仙人は四十八陸あると考えられる。従って

この間十八図は今国の考察の対象となる。
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一、林守篤の における中国伯人関係の資料

1、明・

(1526～ 1590）は、 いい、また自 穿ナM山入を号とする。世

れで、子供の頃から聡明で、記憶力カ執群で、あった。およそすべて読んだ

書物は生涯忘れることはないJ明史j巻二百八十七によると、被は嘉靖二十六年（1547)

（数え年）の持に、科挙の誠験を受け、見事に合格し、進士に及第して別部主事と

いう官職を与えられた。後に部中、員外部などを歴任したという。

や盛唐の詩を尊い、吉文若者＊の旗振り役と

共に盟主として明代の文壇を支配していたむ

て盟主の地位を維持し続けた。

くなった後も、二十年間にわたっ

『有象列仙全｛専Jは万皆、二十八年 (1600）に刊行されたものである。その著者は王世貞

とされているが、校正者は託雲鵬氏であるので、実際に編纂したのは注雲鵬氏という説も

ある。この

の伯入思像がある。

には五百八十一人の的人が載っているが、中には百八十五図

の「九予むには『有象列仙全博Jカ呼開番目として取り上げている。

2、明・洪藤明の fイ山仏奇E刻

よると、洪藤明は明の万暦年間（1572-1620）の人であり、

字は自誠、号は還初道人である。その生まれるところは不詳であるof仙仏斎綜jは万震

三十年（1602）に完成したのである。前のニ巻は仙人についての記述で、老子から張三

半まで計63国ある。他人の二巻は名付けて f遺遥嘘」という 50

間出11、奇掠Jの前に「遁遥嘘ヲIJという序文があり、作者は愛黄という人であるQ 清－陳田f明

庚議巻十五によると、震黄の字は了凡、また坤儀という。 i折江嘉善の生まれであ

る。万暦十四年（1586）に科挙の試験を受け、進士に及第した。彼は蟹境知県、兵部主

した。著書に同行集jがあるという 60

『仙仏奇採Jは清のう儲十三年（1887）に上海の捧葉山房によって『論像列仙惇Jとい

う書名に改め、再ひ引行された。書中の裳黄の「遺遥嘘引Jが門的Uに変えられただけで、

中身はそのままで、あったむ園像については f絵像列伯惇Jは55図あり、日山仏奇綜』より

少ない。

fイdげム奇]FJJすと f面装jとの関係について、 f画集jの「凡慌の中にはヲ
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明言しなかったが、小林宏光教授の考証によって明らかになった＇ o

3、明・王折・玉思義の『三才図会J

『雲間志田剖巻十八によると、王折（生卒不詳）は、学は元翰、号は洪前！といい、上海

の生まれである。王析は三歳に字を読め、四歳に本を読め、七歳に札記を学び、十四歳に

儒学生になり た。経・史・百家の書物を熟読し、博学の人物で、あった。

『明史』巻二百八十六によると、王折は嘉靖四十四年（1565）に科挙の試験を受け、進士

に及第した。彼は清江県、万安県の知事を歴任した後、縄史に抜擢された。しかし彼は時

の宰相の逆鱗に触れ、福建の按察食事に転出され、さらに工問、｜の判官に左遷された。その後、

進賢県、曹県の知事、開封、！の知事をつとめ、最後に陳西布政参議をもって辞めたという 80

主析は晩年訟江の畔で賠を構え、著述に専念していた。著書にf積文献j選考』、f稗史藁滞j、

f洗菟S剥などがある。玉虫義は王析の次男であり、官職に就かず

していたとのことである。

は万暦三十七年（1609）に刊行されたものだが、 F三才図会ヲLoによると、

(1607）に完成したものである。この本は、王訴と次男忠義と共同

したものであり、明代の代表的な類書の一つである。特に層柄が豊富のため、清の

も f三才密会』の内容を多く取り入れた。『三才図会Jには人物

り、言りて百四臨ある。 との景三響関係について、『画答』の「凡例」の中

には引用番目として明雷しなかったが、その影響の可能性は小林宏光連対受によって指摘さ

れた。

以上の三種の資料と国劉との関係について、f一覧jをまとめてみたer付制をご参賠）。
それに碁づき、次のことを指摘することができる。

(1）『有象列仙全停Jの景簿について、 22図（開設（以下『－JlJ]と略す）一覧j1 

～ 22）が『蕗釜iと完全に一致し、 1図 er一覧j23）が描劉と部分的に一致し、合
わせてお図の影響関係が確認できた。小林教授は24図が影響関係があると指摘し、 23図

の内容を具体的に取り上げたが、もう1図は不明である＼ 23図の中には、「王武士Jに該

当する人がなく、おそらく「武志士jの間違いであろう。また「篇泰Jについても構図が

異なるため、前者の影響関係が認められない。

部分的に一致とされる「溝長」という図像は、仙人病長が立って読書している姿だ、った

がJ甑箆jには正座の姿になっている。しかもその正座の姿はやはり『有象列仙全惇Jの
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f封b光J

という

23の備考を

たものである。すなわち、

容の現象が見られたのである。

よって明らかtこされたものである）

さて、林守篤はなぜ f正座Jの姿勢に変容したのであろうか。それはおそらく

正統思想、の景簿だろうと描出される。古代の中国人は読書の姿勢を大変重視していた。特

に宋代（960-1279）以後、！ill宝」で読書することカ号室関される。朱子は f米子5酸葉iの

に「数身正坐」（身だしなみを整え背筋を伸ばして腰かけに座って）

ことを提唱した。彼はまた例として蘇軟を取り上げ、蘇載が聖人の書物を読んだ時に終日

して勉強したという。後の異徳秀も f西山読書言国の「読書法Jに「衣冠正副で読

書することを提唱した100 江戸時代には朱子学が日本の思想、界に支配的地伎を占めていた

ので、来子治鴇唱した沼産jでの読書法も日本に景簿を与えていたと想像される。関到

に見られる変容は狩野派の一員として林守篤の正統恵想の表れで、あるかもしれない。ただ

し宋代には机や精子がすでに日常生活に欠かせない家具となっていたので、朱子が言っ

た f正座Jの意味は必ずしも江戸の人々がま皇解した畳上での f正座Jではない。

なお、『有象列仙全博jが『薗笠jと共通の問題を持ちながら、景簿関係が克られないの

は12図（『一覧j24-35）ある。

(2) H出仏奇聞の景簿について、 6図 36-41）が f随筆Jと完全に一致し

ていることカ可在認できた。 1図 45）が基本的に一致しているが、顔の表情が異なる。

また、Hi出仏奇関が田智と共通の画題を持ちながら、号潜関係が見られないのは5図

31-35）ある。

(3）『三才鴎会jの景簿について、 9国 er一覧j36-44）が『画筆jと完全に一致し
ていることが確認できた。中には6図（『一覧J36-41）が f仙仏奇綜iとも完全に一致

しているので、 f画築』が完全に利用したのは3図

ろう。

42…44）である てよか

ここで指摘しなければならないのは中間資料開の関係である。日出仏奇E却と f三才図会j

はともに『有象列仙全博Jから取り入れた図像がある。たとえば「費長房Jについて、構

躍的に f有象列他全惇Jの流れに間違いない。
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ー
巻二［1813])

丁令威について

了令威濯に乗遼東の鳥岩の上に来15a（狩野一渓

3 張果老について

張果が丘駒に乗たことはあれど瓢のうちから駒を出した事、列他俸には見へね

どもむかしより世にいひったふるところなが。（石野勝重檎そらごとの

以上の資料を見る限り、①の蝦額出入については、侯先生と解釈したり、劉海轄と解釈

したり、部海と解釈したりする。これに対し、f有象列イ出金i専Jにはニ人は侯先生と劉海擦

との言己述がある。次に見てみよう。

(1) 侯先生

室主生。不安凶可許人。丞本虫問。貨薬京師。年四十絵。無須層。間留費隠隠遍既鐙。

醇。夜即興乞工芸同庭。有皐孟者。夏丹随之出題関門。侯i谷地中。主因就視。乃一大豊通莫。

倹浴出著衣。元前揖之。侯笑日。子適見我宮、。乃召舟jミ酒癖中。出薬一粒目。

賊之。 自此不復見。有自費中来者。克其貨薬於市三（侯先生はどういう人なの

かはよく分からない。宋の大中年間、都で薬を売っていたO 年は四十余りで、髭がない。

癌のようなものはかすかに体中にある。かつてj酪半いとなると、夜乞食たちと一緒に寝

る。 j馬元という人がいた。夏の月夜に域外にぶらぶらしていたところ、ちょうと漁先生

が池の中で水遊びをしているのを見かけた。よく見ると、大きな蝦慕であった。元は急

きょ逃げて隠れたO 侯先生は池から出て肢を着た後、元は前に行って侯先生に挨拶した。

侯先生は笑いながら言った。「君は私を見かけたでしょうJと。そこで居酒震まで誘い、

…粒の薬を出して言った。「これを飲んだら百歳まで生きられます」と。その後二度と姿

を現すことなかったO 萄から来る人の話によると、彼が市場で薬を売っているのを見か

けたことがあるという。）

(2) 劉海擦

汲郡自鶴叡知事墨重盤。忽見道人謁於堂下。揖之坐。不語。佐微H西。豆懲起。

取金相贈。未入房。 急、国視之。己失道人。壁間有題字。 J2J、仙欝登之。乃黍

人翠i準監之筆180 （劉湖露。汲郡の白鶴観の執事崖重微は、ある日突然来訪の道人を見か

けて応対した。互いにf対多して壊をかけると、黙っていた。ただ少し笑っているだけで、

あった。重織が通きて部屋に戻って金を取ってこようとしたが、後ろに字を書いている
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えた。あわてて振り返ってみると、道人は見失ったO 壁には字が残っているD

意搬は仙書を持ってきて、照らし合わせてみると、秦のJ~U海轄の筆跡で、あった。）

また「劉海愛蝶Jについては清の《古今冨書集成〉（経済葉編考功典巻二在三十一燈濁

音憐録六）に次のようなお主がある19

照朝築事。正丹十五芭矯上元節。前後5長燈五夜。相惇宋時止三夜。銭王車内二国雄類添南夜O

先制民後春能。寄安坊而下。歪衆安橋。謂之燈市。出信各色調査。其像生人物。則有老子。

美人。錫酎足鬼。明月度妓。鶴海耕運之属。（康無戟の楽しいことは、正月十五日の上元

祭りである。その前後五日間提灯を掲げる。伝える話によると、宋代の頃はわずか三日

間の夜だ、ったという。銭王様は土と金を奉納して二日間を増やした。まずは蝋月立春の

関に、書安坊から衆安橋までは搬丁の市と呼ばれ、いろんな華やかな樹7が売り出され

ていた。捻！了にはいろんな絵柄が搭かれている。人物には老子、美人、主動量鬼を捉え、

明月舞妓を思い、劉海!P／言を弄ぴの類がある。）

なお、三足の蝦纂について宋の訪採量新の （巻八十九）に次のよう

有魁室。ー査黄組。 ［中略］壁盤形

有丹書八字。頭有肉角。世得三足者妄也。（蛙は蝦墓のこ

とで、樹齢期まある。黒虎あり、駈黄あり、黄忌あり、勝!liJあり、塘除あり、山蛤ある。

［中略］塘除の形がブミきく、背が黒い。斑点がないが、あせもののようなものが多い。そ

の腹の下には赤い色の八という文字があり、頭にはl持の角がある。世に伝えられている

三足は嘘である。）

以上の資料を見る限り、蝦纂仙人は侯先生、劉海培、鶴海といった三人は別々の存在

であることが分かった。中には劉海鳴を奔びという絵柄は少なくとも康照朝（1661～

1772）にはすでに上元の樹7祭りの絵柄のーっとして提灯に描いていた。また三足のカ

エルについても鶴見として当時の中間に存在していた。ちなみに「劉海愛鰭」（または沼

海閥創）の図柄は中国の年画によく見られる。清代の年間にはすでに三足の蝦暮がかか
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れている。能って蝦額出入については、景簿の要素がはるかに機在であり、また別の機会

で考察したい。描塑の蝦劉出入については、どの資料に基づ封献れたのかもま

する余地があると患われるむ

②の了令威について、中国の資料に次のような言自主がある。

(1) 

工全盛，本遼亙人。皐道於霊虚山，後fヒ鶴蹄遼，集城門華表柱c 時脊少年奉巧告文書す之，

鶴乃何回空中而言日，有鳥有

今遼東諸了去其先世有升イ出者，位不知名字耳210（了令威はもと遼東

の人で、護虚山でf山道を学び、後に鶴に化け遼に帰り、城門の華表（鳥居のようなもの）

に止まったO ある少年が弓で丁令威を射ち落そうとしたが、鶴が空を廻旋しながら、「鳥

の名前は了令威で、家を去って千年になり、今やっと告線化帰ってきた。町は相変らず

だが、人々は変わりました。なぜf出道を学んで不老不死を求めないだろうかJと言ったo

遂に大空を飛んで行ったO 今呂遼東の諸了氏の話によると、先祖に伯人になった入がい

た。しかし名前は知らないという。）

c2 > r存象列仙惇i
f表ゴヒ震自鶴揮。集華表高吟日，有烏有鳥工全盛。

家千歳今雑草。域事伽故人民非。｛明三事｛山塚繋繋220 （了令威は本来遼東の人であり、霊

虚山で道を学んだ。後に白鶴に化けて帰ってきた。 たJ鳥、鳥、

令威のことであり、家を去って千年になり、いまや帰ってきましたが、町は相変わって

いないが、人民は変わりました。なぜ他道を学んで不老不死を求めないでしょうかjと。）

いずれも了令威本人が鶴になり華表に止まった記述であるが、 f酪茎』には了令威が鶴に

乗っていると絵柄に変わったO

③の張果老について、中患の資料は次のように記述している。

(1) ｛太平康記》巻三十

75 



騒於！即時柴山。常往来沿音問。時人｛専有長年秘術。仲間果常乗一白騒。日行

休則重差之。其厚如紙。置於巾箱中。乗員lj以水嘆之。還成騒尖230 （張果という

ものは’＠JI、｜条山に穏居していた。常に沿晋の聞に行き来した。その間に人に不老不死の

秘術を学んだ。［中国旬張果は常に白い，櫨馬に乗り、一日数万里を走る。休むとロノてを畳

んでしまう。その厚さは紙のようである。小箱に締まっておく。乗る時に水で吹きかけ

ると、また競馬に変わる。）

(2) ｛有象列仙全博》

張塁。糠於回、！？中篠山。往来詮査問。得長生秘術。誉老去。矯児意時見之。己言敷百歳。

乗一白，嘘。日行敷高盟。休皇、時折墨之口其厚如紙。置於巾箱中。乗則以水嘆之。復成

。（張果は十回、！沖の条山に隠居していた。常に沿晋の関に行き来した。不老不死の秘

街を習得していた。地元の老人たちが震うJ子供の頃見かけたことがあります。その時

自分がすでに数百歳になったと苦いました。」と。一症の白いロバに乗り、一日

休むとロバを畳んでしまう。その！事さは紙のようである。小箱に締まっ

ておく。乗る時に水で吹きかけると、ま

り、

る。 ときには水で吹きかけると、ま

ように畳んで、小さな箱に入れ

という言己主である。『問答』には張

果老カ顎i箪からロパを出すという絵柄で、あった。

以上、三つの例を考察してみたが、以下の三点を？樹高することができる。

第ーには、江戸の人々が中国仙人の画象を受容する際、必ずしも中国の原典通り受け入

れなかった。その原因は必ずしも彼らの中国原典に対する誤解ではなく、むしろ意臨的な

もので、あった。たとえば「蝦暮仙人J「丁令威jについていえば、仙人が蝦慕や鶴に変身

した構図から、他人と動物という構図関係に変わった。前掲の石野康通が『槍そらごとj

で指摘したように，Jt舎にかへるばかり書てはわかちがたしJと、絵でわかりやすいように

多少の構関の変更が£要だ、ったかもしれない。

その意図には自分の漢学の学識を自’慢することが見え隠れている。たとえば

『文晃葦5剣で「世に鶴に乗りたるを費長房といふ、｛専中に杖を龍として、費長

ことはあれども、鶴のことなし、又先年或歳宮家より出たる顔輝が鉄拐仙の
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日諮問巻であり、内府の蔵本であるむ明の洪巌明の撰である。憲明は、 しミし玉、

いうa れるところは不詳である。

前のニ巻は仙人についての言己主であり、後の二巻は僻についての記述であるむ前に老子

名付けて f遺遥壌Jという。後ろに f長生詮j一巻が付

されている。次に踏のインドの手穴迦から般若多羅まで十九人で、中華の仏教の視である

達磨から船子和尚まで四十二人であるむ名付けて「寂光境jという g 後ろに

料寸されている。仙仏は皆臨像があり、ほとんど子供の遊びのようなものである。）

6.蓑黄について、震黄については、清・陳田 f明詩紀事J庚薮巻十三玉（鹿駿富輯明代博

記叢刊015，明文書局015-115頁）に次のよう記述がある。

有雨行堂集。（蓑

字は坤犠といい、嘉善の人である。蔦歴丙成立586］の進士である。

兵部主事を出壬した。著書に同行集Jがある。）

また、清・査縫佐f罪！生主義手引専J巻十八（周綾富輯明代｛軒目軒リ086，明文書馬086-442頁）

に次のような言己主がある9

震黄， 有 f史論J及 f白書l

更以己意。坐非儒見鞘，焚其番。子監，去腿己丑進士。（蓑黄は、字は了凡といい、崩江

嘉善の人で、ある。寓歴丙成（1586）の進士である。著書に『史論J及び『図書Jがあり、

－朱を侮辱し、さらに言論平まで勝手に改ざんした。そのため、儒学を侮辱した罪で解

任され、その本は焼かれて処分された。）

7.小林宏光「隅益J巻四漢人物函像考J(実践女子大学文学部『紀要J第32号、146-151頁、

1989年）

8.王析については、清・張廷玉等『明史J

次のような言己主がある。

列博第一百七十四、文苑二に

嘉讃四十西年進士。除塗主知Wvt-，調蓋室。擢御史， f午時相，出

震構建按察食事，諦mm判官。隔知進軍、萱懸、遷艶肢口？？？。歴官盟理布政参議、乞養蕗，
築室i松江之演，手重擁寓樹，目白梅花源。以著書矯事， 猶議燈張中，丙夜不綴。

（同じ古幻：ft~には王析という者がおり、宇は元輪という。
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四十四［1565］年の進士である。清江県と寓安県の知事を歴任し、後に御史に抜擢された。

時の宰相の逆鱗に触れ、福建の按察食事に転出され、さらに工問、！の判官に左遷された。

曹県の知事を二回ほど務めたあと、関川、！の知事、険西布政参議を竪任した後、

官を辞め帰郷した。 i桁工の畔で居を構え、梅の木を一万本植え、「f新日原」という。著書

の生活を送り、老いてもなお徹夜で読書する。

ている。）

などの著書が世に刊行され

なお、 f王恭知洪出！公博j（『雲間宏、略J巻十八，周綾富輯 f明代｛専記蔚リj147, 

局影印本）に次のような言己主がある。

王託。字孟盤。 7彪控ti。よ盗人也。 七歳受戴氏躍。十四

言及性理志向呂諸書。鮪二貫穿溺車。部庇篤潟博士。

諸生結。［中略］公難者市精神強旺。 無異少社。望者謂矯神仙中入。而享年

八十有五。一日。 想、富1UJ人去。公骨i宣教其子孫。巌義方之司｜｜。市諸子恩忠、

’i句’i匂有高石家風。 世才持起。而嗣公之股立光大之。

南出離志。古今考。洗菟録。所

洪洲類稿行子世。水利稿。明農稿

（王折、字は元翰といい、号は洪洲という。上海の人である。王訴は三歳字を読め、

七歳戴氏の干し記を学び、十四歳博士となり、十六歳官費の儒学生となっ

た。およそ経・伝・子・史・百家、↑生理綿自に言及する諸審物は、みな精通する。試験

と、いつも首位の成績で、あったO ［中略］王析は老いたが、精力的で、あった。酒

を飲み、詩を賦す。若者のようで、あったO 彼を見た入は皆他人と言っている。八十五歳

で亡くなった。ある日、病気なく亡くなったO 自分は仙人になりたいといった。王訴は

子孫の教育に普段から心血を注いだ。諸子の中には恩忠、思義などがおり、誠に名家

の家風がある。その子孫はみな礼儀正しくかっ親孝行で、あったO 一族には盛名を負い、

人材が輩出した。王析の偉業を継承した子孫は後五色たない。まさに善人にはよい結果が

報われる。編集には橋文献選考J、『稗史謝刷、同期臨割、『吉今刻、批強剥があり、

注釈には『局常割、『武経j があり、著書には f青浦志J 、 f海防志J~r呉討会江謝、『洪計H類稿J

カキリ行されたが、休利稿J、『明農稿jが家蔵していた。）

9.小林釦も「『酉箆j巻四漢人物園象考」（実践女子大学文学部 f紀要J第32号、1989年、

141頁）

10.拙著仲国人と書物一ーその文化と壁史』（あるむ、 2005年、 23-24頁）
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11.小林宏光

1989年）

12. 

13.坂埼坦 （自由書院大正6年7丹、

14.坂埼盟店本叢談大観j（目白書院大正6年7月、 566頁）

15.坂埼埠『日本叢談大観j（目白書院大正6年7月、 567頁）

16.坂埼担問本章談大震見j（目白書院大正6年7月、 726頁）

17.明・王世貞『有象列仙全博j審七、（中関古代版霊翻3、上海古籍出版社1988年8丹

影印虎玩車干刊本、 252頁）

18.明・王世貞『有象列仙全｛専J巻二（中園古代版霊叢刊3、上海古籍出版社1988年8丹

影印虎玩事干刊本、 62頁）

19. f古今関書集成i経済て討議考功典巻二富三十一、燈境部・雑録六（ロンドン大学SOAS

国書館所議）

20.宋・謝維新撰、明夏相校刻『古今合撃事類備要i巻八十九

民圏58年）

21.晋・駒潜『捜神後言自巻一（四摩全書子部、小説家類）

22.明・王世貞『有象列他全｛専i巻二（中国古代版輩蔚リ3、上海古籍出版社1988年8月

影印虎玩車刑本、 59頁）

23.宋・李防等 f太平康言出巻三十（田藤全書子部、小説家類）

24.明・王世貞 f有象列仙全’惇J巻五（中関古代版輩叢刊3、上海古籍出版社1988年8月

影印虎玩車千千日本、 184頁）

付記

本文は2009年ロンドン大学SOASの昌際学会で口頭発表に基づき書きなおしたものであ

る。
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